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男女共同参画推進審議会 会議録 

審 議 会 等 の 

名 称 
令和７年度 第１回 瑞穂市男女共同参画推進審議会 

開 催 日 時 令和７年６月１０日（火曜日) 午後１時３０分から午後３時３０分 

開 催 場 所 瑞穂市民センター 第２会議室 

議 題 

（１）瑞穂市男女共同参画基本計画の進捗状況について 

（２）令和６年度 実施報告について 

（３）令和７年度 事業計画について 

出 席 委 員 

欠 席 委 員 

出席委員 

宮坂 果麻理会長、河合 京子委員、江﨑 結香委員、中川 龍二委員、 

加木屋 加緒里委員、小倉 妙子委員、大森 加奈恵委員、近藤 奈保美委員、 

大野 豊美委員、中村 昌博委員、鈴木 智博委員、髙橋 秀人委員、 

才木 秀光委員、福井 恵委員 

 

欠席委員 

戸田 一文委員 

公開の可否 

(非公開理由) 
 可 

傍 聴 人 数  ０人 

審議の概要 

 

開会 

【事務局】 

 委員総数１５名に対し過半数を超える委員の出席があり、瑞穂市附属機関

設置条例第８条第１項に基づき会議が成立していることを宣言した。 

 本会議について瑞穂市審議会等の設置、運営等に関する要綱第１１条によ

り原則公開すること、また第１２条により当審議会の傍聴を希望する者に

傍聴を認めることを各委員に確認し了承を得た。 

 傍聴者の確認を行い、傍聴者は０名であった。 

 



- 2 - 

 

委嘱状の交付 

 

市長挨拶 

【市長】 

あいさつ 

 

会長挨拶 

【会長】 

あいさつ 

 

議事１ 瑞穂市男女共同参画基本計画の進捗状況について 

【会長】 

 議題１について、事務局の説明を求めた。 

 

【事務局】 

 議題１ 瑞穂市男女共同参画基本計画の進捗状況の指標項目No.１からNO.

８まで説明を行った。 

 

【会長】 

 事務局の説明について、各委員に対し質問、意見を求めた。 

 

【会長】 

 審議会等の委員における女性の割合について、女性のいない審議会が初め

て０になったということは、市の働きかけの成果である。 

 目標値である割合としては、現在２３.６％ということで、重要な決定をす

る場に女性の審議会委員の割合が少ないということは問題である。目標の

４０％を達成できるよう、さらなる推進、働きかけをお願いしたい。 

 

【Ａ委員】 

 ワーク・ライフ・バランスの推進について、子どもの面倒を見なくてはな

らないから働けないという家庭への支援の内容や方向性を具体的に教えて

ほしい。 

 

【事務局】 

男性女性に限らずご家庭の中、１人で子育てをすることは困難であり、今

後支援をしていく。具体例としては『誰でも通園制度』という制度がある。 
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【Ａ委員】 

それはいつからの予定か。 

 

【事務局】 

 ２０２６年より実施予定。現在実施に向けて準備をしている。 

 

【Ａ委員】 

対象の年齢はあるか。 

 

【事務局】 

 ０歳６か月から満３歳未満が対象となる。 

国も支援を進めているものであり、瑞穂市での制度が最終的にどうなるか

については現在調整している段階である。また決まり次第お答えする。 

 

【Ｂ委員】 

 ワールドカフェに８事業所から参加があったということだが、この事業所

にはどのような働きかけをしたのか、または自発的な参加だったのか。 

 

【事務局】 

 広報誌への掲載、商工会会報誌にチラシ挟み込みをしている。また、昨年

度より市では、市内におけるSDGsの達成に向けた取り組みや普及啓発のた

めにSDGsパートナー制度を始めた。企業が市に登録する形で名簿を作成し

ており、登録企業へアポイントメントを取り、８事業所の参加となった。 

 

【Ｃ委員】 

仕事と家庭生活の両立に向けた啓発の推進と支援について、待機児童がい

る実情がある。やはり若い女性が職をもって、仕事に復帰しようという時

に、それぞれの家庭のご事情で復帰したいけれどなかなか思うようになら

ないという方が多くあるかと思う。 

保育所が新設されるということで非常に期待しているが、今後も待機児童

の数を減らし、復帰支援に向けた取り組みを継続してほしい。 

 

【会長】 

 議題１について、事務局に後半部分の説明を求めた。 

 

【事務局】 

 議題１ 瑞穂市男女共同参画基本計画の進捗状況の指標項目No.９～NO.17
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まで説明を行った。 

 

【会長】 

事務局の説明について、各委員に対し質問、意見を求めた。 

 

【Ａ委員】 

NO.14の実績における課題について、意欲のない者、パフォーマンスだけの

者への対応（打切）とあるが、就職する気がない人は就労支援を打ち切る

ということか。そうしたらその問題解決にはならないのではないか。 

 

【事務局】 

 ハローワークへの斡旋をしても行かないなどの実態があるため、就労支援

員の関わりが打ち切りとなるが、放置というわけではなく、被保護者ごと

の生活保護の担当者が訪問など被保護者の状況に合わせて、就労できそう

な状況を整えて、再度就労に繋げていくといった形でフォローをしている。 

 

【Ａ委員】 

 就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所に繋げることもあるのか。 

 

【事務局】 

そこに繋ぐこともあるが、疾病によって就労意欲がわいてこないというこ

とであれば、通院などのフォローをしながら就労、自立ができるようにし

ている状況である。 

 

【Ｄ委員】 

子育て世帯と接する中で男性の育休取得が増えていると感じているが、父

親が母親の育児を助ける、母親の負担を減らすというスタンスで育休取得

をしているかたがいるように思う。実際に父親が育休取得中の母親の話を

聞くと、子どもが１人増えた感覚だという声を聞くこともあり、母親と同

等に父親も育児をする１人の親として、育児に参加するという意識が高

まってほしい。妊婦教室へ参加することもとても大切なことで、その中で

父親の育児に対する意識がもう少し変わっていくとよいと思う。 

 一方で子育て広場などの支援の場においても、私たち自身も子育て支援の

場に参加するのは母親が多いと無意識に思っていて、広報の仕方でも母親

向けを前提に情報発信をしていることがあるため、支援をする側も意識を

アップデートすることも大切だと思う。 
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【会長】 

今、育児・介護など、女性の家事負担の時間が、国際的にも日本は長いと

いうことで非常に問題になっており、この問題意識を持てない限り改善は

難しい。確かに男性の育休率取得は高まっているが、割合ではなく、どれ

ぐらいの期間なのかを具体化していくことによって推進できるのではない

かという意見もあり、先の意見はもっともである。 

この問題が解消されない限りはこの男女共同参画というのは推進できず、

女性の雇用、出産育児によるキャリアの中断、賃金格差、その先に年金格

差という非常に大きな問題もある。子育てに男性が参加し、その１つの取

り組みとして瑞穂市の産前産後交流会などの実施というのは非常に意味が

あり、だれもが参加しやすい形で複数回可能であれば、そうした中で意識

改革ができるのではないかと思う。 

 

【Ａ委員】 

 瑞穂市で男性の介護休暇の取得や介護に対する参加の割合など把握してい

るか。 

 

【事務局】 

 現状把握できていない。今後の市民意識調査で項目の追加を考える。 

 

【Ｅ委員】 

役員のみ参加という形式が全体的に多いかと思うが、地域支え合い推進会

議に関しての告知はどのようにされているのか知りたい。 

 また、ＤＶ相談を受けた中で、安全確保や自立につながった割合が50％と

実績が上がっているが、安全確保と自立支援というのは、同じ土俵で見て

はいけない項目かと思う。安全確保は100％であってほしいという願いがあ

るが、安全確保はできたけれど自立支援には繋がらなかったという認識で

よいのか。 

 

【事務局】 

支え合い推進会議の告知の方法については、担当課に確認後、回答させて

いただく。 

 安全確保については、必ず身の安全というのは第一であり、警察が介入し

保護することがあるが、100％である。自立支援は、まず就労し、経済面で

自立をする必要があるため、職業支援員とともに資格取得や就職の相談を

するが、就労後に退職など続かない場合もあり、現状50％になっている。 
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【会長】 

 瑞穂市内におけるＤＶ対応とは、具体的にどの部署が関わるのか。 

 

【事務局】 

中心となるのは子ども支援課である。 

 

【Ｆ委員】 

被害が出ている場合は管轄の警察署、また、県の女性相談センターに相談

すると市役所へ紹介というケースもある。 

その他、就労の関係や避難先について各部署、職員間で連携する場合もあ

る。 

 

議題２ 令和６年度 実施報告について 

【会長】 

 議題２について、事務局の説明を求めた。 

 

【事務局】 

 議題２ 令和６年度 実施報告について説明を行った。 

 

議題３ 令和７年度 事業計画について 

【会長】 

 議題３について、事務局の説明を求めた。 

 

【事務局】 

 議題３ 令和７年度 事業計画について説明を行った。 

 

【会長】 

 事務局の説明について、各委員に対し意見を求めた。 

 

【Ｂ委員】 

 令和６年度のワールドカフェに参加した際、私たちの大学生のころと比べ

て、今の大学生は考え方が非常に違うことを実感した。特に男子生徒の考

え方は、男女共同参画が非常に考えの中に入り込んでいて、それが当たり

前だというような言葉が多くの場面で出てきたため、ジェネレーション

ギャップを感じた。 

 私たちのころだと、男性は台所では何かをしてはいけないだとか、オムツ

を替えるなんてとんでもないという考えがあったが、今の大学生は男女共
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同参画的な考えが進んでいて、このまま広くこの考えが浸透するとよいと

感じた。 

 

【Ａ委員】 

労働環境について相談を受けることが多い。働きながら学ぶ機会や育児、

介護ができるよう、ワーク・ライフ・バランスなど働き方改革の推進に力

をいれるとよいと思う。 

 

【Ｇ委員】 

自治会やＰＴＡの役員などが変わるものは、毎回引継ぎが難しく、会長の

負担が大きすぎる面があり、その負担をなくそうと校区の方で動いている

が、なかなか難しい。しかし、地域の中でも意見交流しながら、男女共同

参画の推進、啓発活動を行う必要があるということを感じた。 

 

【Ｈ委員】 

毎朝子どもたちの登校時に見守り活動をしている。今年１年生になったば

かりの子どもが初めは母親との登校だったが、日によって父親と登校して

おり、声をかけると、「今日はお休みだから、僕が今日はお父さんがいいと

言ったら、一緒についてきてくれたからすごくうれしい」と答えた。やは

り最近は男性も子育てに一生懸命で、年配の男性ももちろん見守りに朝大

勢出てくださるが、だんだん男性の意識に変化があり、うれしく思う。私

も共働きをしてきたが、女性が全部やるのが当然というような時代だった

から、男性と家事・育児の分担といった話が少しずつでもできるようにな

ればいいと思う。 

 

【Ｉ委員】 

障がいのあるかたの相談員として利用者さんと面談することがあるが、保

護者は圧倒的に母親がくることが多く、また、父親に電話をかけても、妻

に伝えてほしいと言われることが多くて、もやもやした気持ちになる。 

対して、保育園や小さいお子さんだと、保育園のお迎えが父親であったり、 

両親一緒の面談だったりと、若い世代への啓発は比較的出来ているように

感じる。 

令和６年度のワールドカフェを見学した際、事業所のかたが多くいるよう

に感じたが８社しかいなかったということで驚いた。研修や講座への参加

は、会社勤めのかたは仕事の都合などで難しいかと思うが、SDGsパートナー

企業の参加があったということで、そういった協力体制のある企業から啓

発を続けていくとよりよいと思う。 
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【会長】 

他に意見がないため、本日の審議を終了する。 

 

部長挨拶 

【部長】 

あいさつ 

 

閉会 

 

事 務 局 

（担 当 課） 

瑞穂市 企画部 総合政策課 

TEL 058-327-4128 FAX 058-327-4103 

 e-mail sougou@city.mizuho.lg.jp 

 


